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「生きる力」の育成をめざす教育課程編成の基本   

お茶の水女子大学教授 無 藤  隆  

だから，基礎となる技能や知識をきちんと習熟させ  

る努力がいる。どの子どもも確実に習得できるように  

すべきだ。内容の厳選とは，その努力を現実のものと  

するためにこそ行われた。   

同時に，現実の技能・知識の使用の場面に出合う必  
要がある。それは単なる応用問題では不足である。算  

数で分数を習ったところで分数を使いそうな応用問題  

をするだけでは，やらないよりはずっと定着も応用も  

よくなるにしても，所詮，現実に出合う問題を解くこ  

ととはほど遠い。世の中の人々が真剣に考え取り組ん  

でいる事柄，そして確かに取り組まねばならないと子  

どもにも実感できる問題に子どもが出合い，そこで，  

基礎として習得した，またこれから習待しようとする  

ことを使うことを通して初めて，役立つものとして身  

に付いたものとなる。子どもの切実な問題七，世の中  

の人々にとっての真剣な課題と，それらを結びつけつ  

つ，そこに教科での基礎的な技能・知識・発想を絡ま  

せていくところに，「総合的な学習の時間」のカリキュ  

ラム編成の核がある。  

生きる力とは，社会に出て役立つ力であり，社会に  

おいて自らを向上させていくのに有効な力である。中  

学校を出て就職する子どもは少ないのだから，上級学  

校に学ぶのに必要な力も含む。だが，上級学校に進学  

することに終わるのでなく，生涯を見通しての力の育  

成が必要になる。   

基本となる技能や知識の習得が必要なことは言うま  

でもない。だが，単に試験の成凍がよいことが問題で  

はない。実際の問題解決や高度な問題解決において有  

効に働くものであるべきなのである。そのためには，  

身に付いたものとならなければならない。問題の解決  

を進めるたびに，何年も前に習ったことに戻って思い  

出そうと試みるようでは使い物にならない。十分に習  

熟しておかねばならないのである。だが同時に， 暗記  

すればよいのではない。問題解決の中で必要に応じて  

使いこなせねばならないのである。試験に出る英単語  

式の覚え方は，試験に出る限りで出来るというだけの  

ことだ。そうではなく，英語を実地に使う場面で英単  

語が出てこなければならない。暗記は必要だが，同時  

に，現実の文脈と状況での使用が不可欠である。  

●  
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小学校・中学校・高等学校  

の問題行動蛮要因に  

■  

一社会的スキル，耐性，規範意蒜i・一一JJ」上山」  

自己肯定感，自己決定力に視点を当てて－  

広島市教育センター主任指導主事 砂原 文男  

指導主事 三原 裕隆   
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現在，暴力行為，性的逸脱行動など．子どもたち  

をめぐり，様々な問題行動の増力ロが課題となってい  

ます。   

本研究では，これらの問題行動の要因となるであ  

ろう因子について実態調査を行い，何が援助として  

大切になるのか明らかにしようとしました。   

1 開港行動の事因と考えられるもの   

学校への違反物の持ち  
込みはいけない  

授＊中騒いだり、立ち歩  
いたりしてはいけない  

公圃でのゴミの投げ捨て  
はいけない   

万引きはいけない   

未成年の人のタ／くコは  
いけない  

淋図内の数字欄「はい」と答えた割合 呂沓嵩；雪害…  

「規範意職」の結果  ■蔦 N＝705   

ほとんどの項目で，小，中，高になるにつれて「い  

けない」という意識が低くなっています。   

3 間席行動の要因と欲求の充足との関係   
マズロー（A．H．MasIow1908－1g70）は，人間の  

自己実現に向けて，「生理的欲求」「安全・安定の欲  

求」「愛情・所属の欲求」「自尊・承認の欲求」の充  

足することの重要性を唱えています。このことを踏  

まえて，問題行動の要因の項目と欲求充足の項目と  

の関係を調べてみました。   

次の図は，「未成年の喫煙に関する意識」と家庭に  

おける「欲求充足」との関係について，中学生の結  

果を示したものです。  

0 10；和：和 ●0 50 00 T0 00 00l00（％）  

この五つの因子について，広島市立学校の小学生，  

中学生，高校生を対象に意識調査を実施しました。  

●   
2 子どもの意識の実態   

ここでは，「耐性」と「規範意識」の調査結果につ  

いて見ていきます。  

0  10  20  諏  40  知  的  70  00  叫 100（％〉  

手繰から好かれている  帽尊・利別  

あ手伝いをして家族から書ばれることがあるほ尊・承別  

家農の中で掛こ立っている  【鮒・軌剛  

体調が軌1時、青族は心配してくれる t鮒傭t】  

家で安心して過ごせる  l安全・安定】  

まが♯だと思うことはない  l安全・安定】  

軌呈・夕食をきちんととっている  性理的】  

寮で大便を規則正しくしている  性理刷  

欲しい物を下って  
もらえるまで親にねだる  

他の人から注意  
されるとカッとなる  

自分の思い通りに  
ならない時カッとなる  

1時間の授♯ががまん  
できすイライラする  

宿札はいつも最後  
までがんばる  ●一喫煙はいけないと患う  ¢・喫煙をいけないと思わない  

中 N＝488  中 N≡202  

「未成年の喫煙に関する意職」と「欲求の充足」との関係  

「喫煙はいけないと思う」子どもは，「喫煙をいけ  

ないと思わない」子どもに比べて，各欲求の充足の  

割合が高いことが分かります。このように，子ども  

の規範意識を高めるためには，各欲求を充足してい  

くことが重要であることが分かります。  

※ 詳細は，教育センター研究紀要第19号をご覧ください。  

※図内の醇は「恥」と答えた抽呂筈㍍≡写3…、  

「耐性」の績果  ●ホ N≡乃5   

小，中，高になるにつれて，他の人に注意された  

ときや自分の思い通りにならないときに「カッとな  

る」という割合が高くなっています。逆に，「宿題」  

に対するがんばりについては，低くなっています。  
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中学校  

クJ⊥∃介【  
総合的な学習d時間における華   帽 ニセ  

促す教師の支援に関する研究  
J ．．＿⊥．■■■＿ 」 二 ■■i  

」山山せ工学び方に視点を当てて－「一山一i  

前広島市教育センター主任指導主事 福原 正明   

広島市教育センター指導主事 森下 幸子  

指導主事 藤村 和彦   

ポイント2 振り返りを大切にさせる   

総合的な学習の時間は，教科等の学習の時間と同  

様に，子どもたちが生涯にわたって自立して学び続  

けるために必要な力を育むことを目指しています。   

本研究では，自立に向かうための学び方とは何か，  

また，教師はどのような支援を行えばよいかについ  

て探りました。   

1 総合的な学習の時間の学び方と支捷のポイント   

総合的な学習の時間では，生徒が自ら課題を見つ  

け，よりよく問題を解決していくことができるよう  

な学び方を身に付けることが大切です。その方法と  

して，「探究」があります。   

「探究」をしていくためには，次の2点を大切に  

する必要があります。  

ポイント1「探究」の過程を大切にさせる  

自分が「探究」しようとする問題のおもしろ  

さは何か，何がどうなれば問題が解決する計画  

になっているか，検証に十分な資料が集められ  

ているかなどについて、各過程で振り返ってみ  

ることによって，生徒は自分で自分の学び方を  

獲得していきます。   

また，「探究」していく過程で，自分はこのこ  

とについて考えていると楽しくなるとか，自分  

の感じ方は他の人とはずいぶん違うんだとか，  

自分でもやればやっただけのことはできるか  

ら，次はこんなことに挑戦してみようなどと生  

徒は考えるようになります。   

教師は，「探究」の各過程で振り返りの時間を設定  

し，生徒が何を振り返るのかについてできるだけ掌  

握することが大切です。   

2 総合的な学習の時間に必要な，各教科で   

身に付けさせたい学び方   

総合的な学習に必要な各教科の学び万を見極め，  

各教科では，その力をつけていくことが大切です。  

（む 何となく問題を感じているがそれがまだは   

っきりしないことを意識する  

② とりあえず，なんとなく感じていることを   

問題にしてみる  

③ その間題について仮説を立て推理してみる  

④ 仮説のとおりいくかどうか観察，実験，調   

査などをして確かめる  

…… ここでうまくいかないときは，何が問題  

なのかもう一度よく考えて，新たに問題を  

つくります。問題がはっきりするまで②  

－④を何度か繰り返します……  

⑤ 問題がはっきりしたら，それについて，最   

終的に仮説を立て，検証する  

⑥ ①～⑤の過程で，分かったこと，発見した   

こと，まだ分からないことなどのまとめを通   

して，自分がやったことやそこで得た知識を   

自分のものにしていく   

●  

総合的な学習の時間  

の流れ（例）  

教科で身に付けさせ  

たい学び方（例）  

【国語】対話・話し合いの仕方  

【社台】生活・文化・社食の観察の仕方  

新開・統計等の資料の見方  

【理科】観察や実験カ、ら課題を発見する方  
法  

【技術・家庭】コンピュータの使い方  

【国語】調査のための読書法  

【社台】資料を比較して考察する方法  

資料の収集の仕方  

【数学】数字や図形による処理や表現方法  

【理科】観察や実削、ら規則性を発見する  
方法  

掴語】説明・発表の仕方  
説明文・記録文の書き方  

【美術，音楽】プレゼンテーションの方法  
など  

問題を見つける  

問題をはっきり  

させる  

問題について確  

かめる  

教師は生徒一人一人に応じて，対話を通して，①  

～⑳のような「探究」が促されるよう指導・助言・  

支援をしていきます。  

分かったことを  

表現する  

※ 詳細は，教育センター研究紀要第19号をご覧ください。  
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本年息教育センターの指導主事が行っている研究の紹介をします。  

「・学習指導・・－一－－－一～一－・－－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・－・一・－ 

「教師としての自分探しの旅」  
1  

‡  i  

i  一授♯リフレクションを通して－  i  

l●●◆＿－＿－＿●＿。＿＿●一h．．．．●＿－＿－＿●＿●＿－一．一■＿●＿◆＿●＿一■＿●＿－＿＿●－＿＿＿●＿一ト＿－＿－＿－＿－＿◆＿＿＿－＿－J  

担当：尾形 憤治・森下 幸子・藤村 和彦   

子どもが授業の中で分かっている，学んでいるという姿を，教師はどのよ  

うにとらえているのでしょう。そもそも「わかる」，「学ぶ」ということは子  

どもにとってどういうことなのでしょう。そして，その学びを促しているも  

のは何なのでしょうか。   

そこで，授業中の子どもの表情，姿勢，発言など子どもの学びの営みを見  

つめることを通して教師が自分自身の授業を振り返る視点を探っていきま  

す。  

「一生徒指導・・－・－・－・－・－・－・－一－－－・－－…一・－一－・－・－・－・一・－・－・一・－・一・－・－・－・－ 

‡  「学級経営の充実に閲す引隅査研究」  1  
●  

t＿＿●＿＿．＿●＿－＿－＿－＿●●－＿－＿－＿一■＿－＿一＿一ト＿－＿●＿．■＿－＿●一．●●－＿－＿●＿●＿●＿一－＿一．＿●＿一－＿一－＿●＿一－＿－J  

担当：名和原 恵理・砂原 文男・木村 正信・首藤 龍暦   

学級で何かをしようとしても集団としての活動をしようとしない，人の話  

を聞こうとしない，教室を飛び出し入ってこようとしないなど，授業や学級  
の崩れが問題となっています。なぜ，こうした現象が起こるのでしょうか。   

そこで，学級の機能や学級の魅力に対する子どもの意識を調査し，現在の  

子どもの状況を踏まえた学級経営等を探ります。  

教
育
課
題
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解
決
に
役
立
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研
究
を
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‡  「一折開‘●●●昔：詣蒜芯；；i一；；＝；；i蒜詣議了一●1   
l●＿一－＿一■＿一－＿◆＿一－－一－＿一－＿一ト＿－＿◆＿一■＿一－＿◆＿◆＿一－＿一－＿一－＿●＿－＿●＿－＿●＿●＿－＿●＿●＿＿＿●＿●＿－＿＿．＿－＿－J  

担当：桧浦 俊雄・神津 住男・前田 憲壮   

平成10年度に告示された新学習指導要領では，情報通信ネットワークの活  
用が学習活動として位置付けられることになりました。   

本研究では，インターネットを活用した学習指導の在り方やその指導のた  

めの教職員の研修体制の在り方，また，学校が情報を発信するに当たっての  

基本的な考え方，さらに，教育情報データベースをどう構築していくかとい  
う四つの課題について環境整備を含めて研究を進めています。  

●   
◆  「－学校経営－・－・－・－一一一一一－－－－－一－・－・－一－－－・－一－…－・－・－・一・－・－・－・－・－一－・－－－ 1  

●  

t＿＿一－＿一■＿●＿一■＿一■＿一－＿一■＿一－＿一－＿◆＿一－＿一－＿－＿一■＿一－＿－＿－＿－＿◆＿－一．●＿－＿－＿－＿●＿－●－＿－＿－＿－＿－＿＿＿－J  

担当：永岡 敏彦・吉竹 邦昭   

変化の激しい次代を担う子どもたちに「生きる力」を育てるために，これ  

までの学校観を転換し，特色ある教育・学校づくりが今求められています。  

それぞれの学校が自己責任，自己決定によって学校経営をしていく時代の到  

来です。   

そこで，まず現在の学校経営の実態を調査し，どのような課題があるのか，  

そして，その課題を克服し特色ある教育・学校づくりを進めるにはどのよう  

な方策が必要なのかを探ります。  

▲＝ 

じ肝－1  

「・教育調査・・－・－■ト■・り・－・－・－－－・－・一－－・■・・－・一－・－・－・－－－・－・－・－・－・－・－一－・－一－・－一－ 

i  

「子どもたちから見た教育環境への認撒から，  

i  その教育的形書を探る調査研究」  

1        i  

i  

l●＿●＿●＿●＿－＿－＿●●。■＿－＿－＿●＿●＿－＿－＿＿●●＿●＿－＿－＿●，－－－＿●＿●＿－＿－＿●＿－＿－●●＿＿＿－＿●＿●J  

担当：板敷 憲政・井坂 雅浩  

人間形成に影響を及ばす教育環境を，子どもたちはどのようにとらえてい  

るか，全国12の指定都市の子どもたちを対象にして実施した意識調査をもと  

に，人・空間・時間・情報の四つの側面から分析・考察しています。本年度  
中に，出版する予定です。  
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軟 膏 岡 原 無 料 ⑳ 酒 介   

教育センターでは，各学校における教育活動を支援するため，教育情報を計画的に収集，整備しておりま  

す。昨年度末から今年度当初に購入した「総合的な学習」に関する図書等を紹介します。  

総合的な学習に関する図書等  「‘■－一●－－一●‾－‾●‾●◆－●●●‾  

！「音別   編著者名  （発行所）  

r子どもが求め，追究する総一合学習J  平野 朝久  

佐藤 兵  

藤川 大祐   

藤川 大祐   

梶田 叡一  

新井 郁男  

児島 邦宏  

渋滞 文隆 他  

児島 邦宏  

千葉市立打瀬小学校   

東京学芸大学教育学部  

附属世田谷小学校  

新潟県大津小学校   

高階 玲治  

村川 雅宏  

今谷 順重  

有田 和正  

児島 邦宏  

児島 邦宏  

学校改革研究センター  

柴田 義松  

埼玉県越谷市立越ヶ谷小学校  

福祉 ③外国語食言舌）  

埼玉県杉戸町立杉戸中学校  

（診情報・国際理解）  

（学芸図書）  

（学事出版）  

（学事出版）   

（学事出版）   

（金子書房）  

（教育開発研究所）  

（教育出版）  

（教育出版）  

（ぎょうせい）  

（国土社）   

（東洋館出版社）   

（東洋館出版社）   

（図書文化社）  

（日本文救出版）  

（ミネルヴァ書房）  

（明治図書）  

（明治図書）  

（明治図書）  

（明治図書）  

（明治図書）  

（ゆまに書房）   

（ゆまに書房）  

！r「総合的な学習」の実践と新しい評価剖  

r「総合的学習」の実践アイデア集（》  

国際理解・情報・人権編J  

‡ r「総合的学習」の実践アイデア集②  

‡ 環境・福祉・健康編J  

F讐茎芸き苦苦言≡苧㌔た総合学削  

‡ r小学校総合的な学習ガイドブックJ  

！ー総合学習・選択学習の展剛  

r教育の流れを変える総一合的学習J  

r21世紀の学校はこうなる 生きるカを育てる  

「うたせ学習一総合的学習」J  

●！「個のよさが生きる総合学習の展剛  

「生活科・総一合的な学習  

く学び・自分・地域からのアプローチ〉J  

r実践総合的な学習の時間（中学校編）J  

r総合学習のすすめJ  

r総一合的な学習で特色ある学校をつくるJ  

r生活科から総一合的学習へJ  

r小学校「総一合的な学習の時間」研究の手引きJ  

r中学校「総合的な学習の時間」研究の手引きJ  

r「総合的な学習の時間」をどう運営するか」  

r学び方の基礎・基本と総合的学習J  

r小学校における総■合的な学習の時間の実践J  

全1冊＋ビデオ3巻（①国際理解・情報（訂環境  
r中学校における総合的な学習の時間の実践J  

全1冊＋ビテオ2巻（①郷土・環境・福祉・健康  
l＿●一．＿－●●＿－＿－．．●＿●＿．＿＿、＿＿●＿＿＿－－一■一㌧；∴＝1＝一．－＿＿＿●一．－＿●＿－＿－一．●＿－●●＿一■＿－＿●－一■＿●＿－＿－－●＿－＿－＿－＿一－＿一．＿●＿●＿－＿－＿●＿一■＿●一．●＿－J   

この他にも教育図書，教育雑誌，ビデオ教材，各学校・幼稚園の実践研究物等も多数収集．しております。  

ぜひ，ご活用ください。  

●  
雫劇瑠辱魔底亀岡教育壇≫タロ軟膏研究発表東金◎感果藍爵馳  

ー●●‘■－●－‾●‾－‘－●‾●‾●一－‾－‾●－●‾－‾●‾－‾●‾●‾●‾●－●‾－‾●‾－‾－‾‾‾－‾● 
1  

11  

終えました。  ‡   
本大会では，「生きる力を育む教育の創造」というテーマのi  

もと，19の分科会で研究発表が行われました。  ‡  

ニ竺  

間  

のよさを大切にし，問題意戦を明確にする，学んだことを生i  

活に活かす，創造的な対話を意識する，自分で決定する，コ‡ l  
ンピュータを活用する等，これからの学びに必要とされる資i  

「－－  

質や能力に着目した研究の成果が発表されました。  ‡   
第3部は，指導主事により，総合的な学習，福祉・ボランティア教育，情報教育等，教育改革の動向l  

を踏まえた先行的な研究の成果を発表しました。  i  

最後の講演会では，RCCラジオ「ちびっこバンザイ」のインタビュアー川島由美さんに，「番組を通  
して感じること」と題して，子どもたちの声をもとに子どもが何を考え，何を求めているのかについてi  

お話いただきました。子どもは変わっていない，変わったのは子どもを取り巻く大人や環境であること，  

学校は子どもが仲間と共に育つ最後の砦であることなど感銘深いお話でした。   

先生方の御参加により，意義深い研究発表大会になりましたことを感謝し，お礼を申し上げます。  －
▲
▼
J
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実践してみ王せんか  
【ゲームの手順】  

（》 4～10名のグループ   

を4つ作り，木に詳し   

い人を一人決める。一   

人を親方とし，後のメ   

ンバーを弟子とする。  

生活科教育（小）  

きこりの親方 －ネイチャーゲームー  

担当：木村   

ネイチャーゲームは，1959年米国のナチュラリスト，  

ジョセフ・コーネルにより発表された，五感を使って自  

然を直接体験する活動です。生活科での「身近な自然と  

の触れ合い」の活動で，子どもたちに自然への気付きを  

もたせるうえでとても有効なゲームです。   

子どもたちがより効果的に自然を受け入れることので  

きる状態にもっていくための方法として，次の「フローラ  

ーニング」という活動の流れをとっています。   

第1段階カワウソの活動（熱意をよぴおこす）…遊びの要素にあふれた活発な活動   

第2段階カラスの活動憾覚をとぎすますト感受性を高め，注意を集中する活動   

第3緋クマの活動（自然を直接体験する）…自然と一体感を感じる活動   

等4段階イルカの活動憾動をわかちあう）…理想と共感をわかちあう活動   

第1段階（カワウソの活動）の例として，「きこりの  

親方」のゲームを紹介します。これは，きこりの親方  

が，弟子たちの様々な情報をもとに森の中から1本の  

木を探し出すものです。  

② 親方は，切るべき1本の木を弟子からの情報を手   

がかりに探さなければならない。例えば，菓の有無，   

幹の太さ，距離，方角など1項目ずつ調査を指示し   

て探すゲームであることを説明する。  

（診 弟子は，1本の木を決めバンダナをつける。  

④ 親方は，弟子たちに次々と調査事項を指示し，弟   

子は，それを調べて報告する。親方は，メモしても   

よいが，弟子たちはメモすることができない。  

⑤ 調査が終ったら，決めた木に付けてあったバンダ   

ナを取り外し，これだと思う木を当ててもらう。  

⑥ 答え合わせをする。間違っていた場合は，弟子た   

ちに再度，調査結果を確認したり，ヒントをもらう。   

毎年，ネイチャーゲームを生活科実技講座で実施し  

ています。参考資料等お問い合わせください。  

準備していきましょう  
す。   

さらに，平成12年度の第1学年の指導にあたっては  

第3学年が新学習指導要領の全面実施の年にあたるた  

め，卒業までに新学習指導要領に規定されているすべ  

ての生徒に履修させる内容（「技術分野」「家庭分野」  

のA及びBの（1）から（4）までの内容）を履修させるよう  

に，3年間を見通した指導計画を作成することが必要  

になってきます。   

今年度中に，新学習指導要領の内容について研究を  

進め，それに則した指導計画の作成を進めていきまし  

ょう。   

技術・家庭科教育（中）   

新学習指導要領に基づいた措♯計画の作成  

担当：前田   

●   

新学習指導要領により，技術・家庭科は現行の11領  

域から，「技術分野」「家庭分野」に統合され，技術分  

野は「A 技術とものづくり」「B 情報とコンピュー  

タ」，家庭分野は「A 生活の自立と衣食住」「B 家  

庭と家庭生活」のそれぞれ二つの内容に精選されまし  

た。  

現行の学習指導要領では，必修で履修する領域や学  

年指定された領域があり，また，各領域ごとに標準の  

単位時間数の設定がありましたが，新学習指導要領で  

はそうした学年指定や時間指定の粋がはずされていま  

す。つまり，右図のような指導計画を各学校ごとの判  

断により立てることが可能です。   

また，今年の6月に新学習指導要領への移行措置が  

告示され，平成12年度から新学習指導要領への移行が  

開始され，技術・家庭科では「全部又は一部について  

新中学校学習指導要領によることができる」となりま  

－6－  

rある内容を3学年にわたり履修させる場合」  

学年   指 導 内 容   

1   家庭A   

（70時間）  
技術A  

技術B  （1）一国）   

（1ト  

は）  
（1）－  家庭B   

（70時間）  伺）  （1ト棚   

（5X6）  
家庭  

（35時間）  選択  
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挑戦してみましょう  
る観察，実験などの内容を決めます。  

② CD－ROM教材の構成を考える   
理科教育（中）  

観察，実験のCD－ROM教材の制作  

担当：松浦  

映像や音声をどの享うな時間や順序で提示するの   

かなどについて，教材の構成を考えます。  

③ 観察，実験などの様子を録画して編集する  

実際に観察，実験などを行って，その様子をビデ   

オで録画し，必要に応じて編集します。  

④ ビデオのデータをコンピュータに取り込む  

ビデオキャプチャ機器を用いてビデオのデータを   

デジタル化し，コンピュータに取り込みます。  

（9 CD－ROM教材として編集する  

取り込んだデータを，②で考えた構成になるよう   

ソフトウエアでCD－ROM教材として編集します。  

⑥ CD－Rにデータを記録する  

完成したCD－ROM教材のデータをCD－Rに焼き   

付け，CD－ROM教材として完成させます。   

CD－ROM教材は，何度利用してもメディアの劣化が  

ほとんどないという優れた特性をもっています。   

なお，教育センターには，ビデオ編集機券，CD－Rド  

ライブ，CDデュプリケーター等の機器が整備されてお  

りますので，是非ご活用ください。  

観察，実験などが生徒にとって充実したものとなる  

よう事前に必要なことを学ばせたり，直接経験が困難  

な観察，実験などについて学ばせたりするため，従来  

から自作のビデオ教材が用いられてきました。このよ  

うなビデオ教材は，一斉指導には適していても，個々  

の生徒の興味・関心や技能等の実態に応じて利用する  

には難しい面がありました。   

こうしたビデオ教材の課題を改善する方策の一つと  

して，ビデオ教材のCD－ROM化があります。昨年度か  

ら中学校に整備されているコンピュータと周辺機器を  

用いると，生徒一人一人が個別に自分の学習状況に合  

わせて利用できるような観察，実験教材などの映像や  

音声を含むCD－ROM教材を制作することができます。   

CD－ROM教材の制作手順は次のとおりです。  

① CD－ROM教材に必要な内容を決める  

指導目標に照らして，CD－ROM教材に必要とされ  

●  

ヽ ■  

コンピュータを学習の道具にしましょう  
ぴ，自ら考え，問題解決する資質や能力などを育てる  

ねらし〕そのものです。   

児童生徒が「総合的な学習の時間」で自分の課題を  

追究する時，いろいろな情報が必要になります。児童  

生徒にとっての興味・関心のあるものはその時期に最  

新の情報が必要になってくるので学校の図書や，教師  

の情報だけでは児童生徒のニーズに対応できなくなり  

ます。この時，インターネットは強力な味方になり，  

コンピュータは学習の道具として必要不可欠なものに  

なります。   

また，得られた情報を整理・分析する時，コンピュ  

ータを活用することも有効なことが多いのです。   

さらに，まとめた成果を発表する時，OHP等と共に  

コンピュータのプレゼンテーションソフトを使った発  

表の仕方を習得させることも重要となるのです。   

このように，「総合的な学習の時間」において課題を  

追究する際，学習の過程を通して，情報教育の目標も  

達成することができるのではないでしょうか。  

情報教育（小・中・高）   

「総合的な学習の時間」で情報教育の実践を  

担当：神津   

●  

小学校，中学校，高等学校を通して育成すべき情報  

教育の目標は，情報活用能力として  

（1）情報活用の実践力  

（2）情報の科学的な理解  

（3）情報社会へ参画する態度  

の三つに整理されています。   

このうち，「情報の科学的な理解」や「情報社合へ参  

画する態度」の中の専門的知識は，中学校では技術分  

野で，高等学校では，新教科「情報」で扱うことにな  

りますが，「情報活用の実践力」は，あらゆる教科や「総  

合的な学習の時間」を通して育成される必要がありま  

す。「情報活用の実践力」は，「課題や目的に応じて情  

報手段を適切に活用することを含めて，必要な情報を  

主体的に収集・判断・表現・処理・創造し，受け手の  

状況などを踏まえて発信・伝達できる能力」であり，  

「総合的な学習の時間」の自ら課題を見つけ，自ら学  

－7－   
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研究協力員・研究協力校   広島市立学校数青研究生   

教育センターの指導主事が前掲（P．4）のような  

教育研究を進めるに当たり，次の先生方または学校  

に研究の協力をお願いしています。  

平成‖年度 研究協力員  

（平成11年7月一平成11年12月）  

研究等＝城   研究協力員名  所属校・園   
（担当者）  

学習指導  榎 野  純  轍町 小 学校   

森下 幸子  西 原 典 子  千 田 小 学校   

尾形懐胎  

藤村和彦   

生徒指導  高 木 浄 美  上緑井幼稚園   

砂原 文男  白 川  香  安 東幼稚 園   

木村 正信  大 塚  徳  竹屋 小学校   

名和原恵≡哩  上之園 公 子  観音 小 学校   

首藤 龍麿  惣 明 照 雄  古 市小 学校  

信 重 倫 子  江液 中 学校  

濱 本 賢 二  宇 品 中 学校  

林  宗 男  亀 山 中 学校   

研 究 部 門  名  前  所  属  校   

国許科教育  栗 栖   環  大町小学校  

社会科教育  岡本 典久  大河小学校  

小  
算数科教育  島本 圭子  藤の木小学校  

理 科 教 育  西岡 律子  井口明神小学校  

学  

校  

障害児教育  福庭 由也  可部小学校  

保 健 管 理  小下 澄枝  小河内小学校   

理 科 教 育  鈴木 裕志  段庚申学校  

中  
音楽科教育  藤川由宇子  可部中学校  

学  
技術・家庭科教育  宝澤 竜三  観音中学校  

保健体育科教育  於田 裕二  亀山中学校   

校  英語科教育  奥本 弘佳  船越中学校  

教 育 工 学  田中 利明  五日市南中学校   

高  生 徒 指 導  吉野 純子  基町高等学校   

幼  幼稚園教育  山根 真美  矢賀幼稚園  

平成11年鹿 研究協力校  

研究領域   研 究 推 進   
研 究協 力 校  

（担当者）  

教育課題  似 島 小 学校  川 口 大 輔   

神津 住男  可部南小学校  愛 甲 長 文   

於浦 俊雄  中 広 中 学校  東 田 裕 司   

前田 恵牡  長 束 中 学校  香 川 豊 志   

教員長期研修生  （平成11年10月一平成12月3月）   

今年度後期は次の8名の先生方が，それぞれの専  

門分野で研修を進めておられます。  

生活科教育：井原 穣子（五月が丘小学校）  

家庭科教育：小倉 亜砂（安北小学校）  

教 育 相 談：下山 しおり（亀山小学校）  

実りの秋，皆様方の教育実践も豊かな実りを  

結びますように。教育センターも，皆様方のお  

役に立てるよう支援していきます。  

数学科教育：山崎 哲男  

外国語（英語）科教育：福崎 幸子  

障害児教育：大本 市郎  

地理歴史科教育：正原 直行  

幼稚園教育：都甲 得恵  

（翠町中学校）  

（仁保中学校）  

（国泰寺中学校）  

（広島商業高等学校）  

（上温晶幼稚園）  

題 字 広島市立緑井小学校長  井西 敏恵  

表紙絵 広島市立五月が丘中学校長 木村 力太  

編集・発行／広島市教育センター  

〒732－0068広島市東区牛田新町一丁目17番1号  

TEL（082）223－3563  FAX（082）223－3580  

Emailcenter＠education・C．edu．city．hiroshima．jp  

広Ⅹ6－1999－059（3）  
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